
理工学部　教職課程（教育職員免許状の取得）

１．教職課程について
学校（小学校，中学校，高校など）の先生（教諭・講師など，教育職員）になるには，それにふさわし

い教育職員免許状を取得し，加えて，教員採用試験に合格し採用されなければならない。この教育職員免
許状を取得するための課程を「教職課程」と呼ぶ。

一般に大学は，教員養成を目的とする課程に限らず，多様な目的の課程において，その専門性に応じた
教職課程をつくり，国の認定を受け，教員養成を行うことができる（開放制の原則）。

本学では，教職課程を認定された学科（専攻）に入学した学生が，以下のとおり，１年次春学期に当該
教職課程の履修を登録し，指定された科目と単位数を修得，さらにその学士課程を修め，基礎資格を得る
ことで，当該の教育職員免許状授与資格を得ることができる。この授与資格をもとに，都道府県の教育委
員会に申請して，その免許状が授与される。

免許状の取得は，教職に就くために必要な条件であるが，それだけでは教員になれない。教員になるた
めには，教員採用試験に合格し採用される必要がある。

そのため，教員を志す者は，広く教養科目を履修し，教職課程の科目においても優秀な成績をあげるよ
う努力しなければならない。

２．取得可能な免許状について
学 科 免 許 状 の 種 類

数理・物理サイエンス学科
（数理サイエンスコース） 高等学校教諭一種免許状（数学）

数理・物理サイエンス学科
（物理サイエンスコース） 高等学校教諭一種免許状（理科）

●�１年次の教職課程履修登録時に，希望の履修コースで取得可能な免許状の種類（教科）を選択すること。
なお，２年次の履修コース決定に伴い，取得可能な免許状の種類（教科）が確定される。

※履修コースの詳細についてはP．10を参照。

３．免許状取得のための基礎資格と法定必要単位数について
免許状を取得するためには，教育職員免許法で定められた「基礎資格」と，同法施行規則に定められた

科目についての単位を修得する必要がある。

基礎資格
教科及び教科
の指導法に関
する科目

「教育の基礎
的理解に関す
る科目」等

大学が独自に
設定する科目

教育職員免許法施
行規則第66条の６
に定める科目

高校 学士の学位を
有すること 24単位以上 23単位以上 12単位以上 ８単位以上

４．理工学部において免許状取得に必要な最低修得単位数について
本学では「大学が独自に設定する科目」の開設がないため，前表に記載している「大学が独自に設定す

る科目」の単位数は，「教科及び教科の指導法に関する科目」「『教育の基礎的理解に関する科目』 等」の
必要単位数を超えて修得した単位数をもって充てるものとする。
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免
許
種

対象学科
基
礎
資
格

必要な科目および単位数

専 門 科 目 教育職員免許法施行規則第66
条の６に定める科目

高
等
学
校
教
諭
一
種

免
許
状
（
数
学
）　

数理・物理サイエンス学科
（数理サイエンスコース） 学士

教科及び教科の指導
法に関する科目
� 24単位以上 合計

59単位以上

日本国憲法� ２単位以上
体育� ２単位以上
外国語コミュニケーション
� ２単位以上
数理、データ活用及び人工知能に
関する科目又は情報機器の操作
� ２単位以上

「教育の基礎的理解
に関する科目」等
� 23単位以上

高
等
学
校
教
諭
一
種

免
許
状
（
理
科
）　

数理・物理サイエンス学科
（物理サイエンスコース） 学士

教科及び教科の指導
法に関する科目
� 24単位以上 合計

59単位以上

日本国憲法� ２単位以上
体育� ２単位以上
外国語コミュニケーション
� ２単位以上
数理、データ活用及び人工知能に
関する科目又は情報機器の操作
� ２単位以上

「教育の基礎的理解
に関する科目」等
� 23単位以上

５．教職課程の履修について
教職課程の履修は，１年次春学期に「教職課程履修の登録」，進級時に「教職課程履修の継続」を申請し，
認められることによって可能になる。教職課程の履修に求められる条件等や履修上の注意事項の主なも
のを下にあげる。
⑴　教職課程履修の登録には，次の条件をすべて満たしている必要がある。

①　教師になる意志があること。
②　１年次５～６月の教職課程履修登録説明会に出席していること。
③�　期日までに教職課程受講料（登録費）10,000円を納め，教職課程の履修登録手続を完了している

こと。
　登録は１年次春学期のこの機会に限る。登録説明会については，掲示板等に公示する。
⑵　進級時，教職課程履修の継続には，次の条件をすべて満たしている必要がある。

①　教師になる意志があること。
②　各学科が定める履修継続条件（通算GPA等。教職課程履修登録説明会で配布）。
③　教職課程ガイダンスや事前指導にすべて出席していること。
④　期日までに教職課程履修継続申請書を提出していること。

⑶　４年次に教育実習を履修する者は，次の要件をすべて満たしている必要がある。 　
①　卒業見込みが確実であること。
②�　原則として，３年次終了までに，履修すべき「『教育の基礎的理解に関する科目』等」および「各

教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」の必修科目をすべて修得していること。
⑷　その他，次の事項について，注意して履修すること。

①�　「『教育の基礎的理解に関する科目』等」「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」，お
よび「教科に関する専門的事項」の内「職業指導（工業）」「職業指導（農業）」「職業指導（商業）」

「情報と職業」は，「卒業に必要な単位数」および「履修単位数の上限」に算入されない。
②�　上記以外の「教科に関する専門的事項」および「教育職員免許法施行規則第66条の６に定める科

目」は，「卒業に必要な単位数」および「履修単位数の上限」に算入される。
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●現代教育学部の科目について
現代教育学部の教職課程で開設されている科目は，現代教育学部で取得可能な幼稚園教諭・小学校

教諭・特別支援学校教諭・中学校教諭（理科・国語・数学）の教育職員免許状取得のために開設され
ている科目である。所属学部で取得可能な教育職員免許状取得のための科目として単位を認めること
はできない。

必ず，所属学部で開設されている科目を履修すること。

６．必要単位数の詳細について
＜教育職員免許法施行規則第66条の6に定める科目＞　

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等 本学における開設授業科目等

科 目 単位数 授 業 科 目 単位数

教
職
課
程
必
修
科
目

備 考

日 本 国 憲 法 2 日 本 の 憲 法 2 ○

体 育 2

健 康 科 学
ス ポ ー ツ Ａ
ス ポ ー ツ Ｂ
ス ポ ー ツ Ｃ

1
1
1
1

○

外国語コミュニケーション 2

英 語 ス キ ル Ⅰ
英 語 ス キ ル Ⅱ
英 語 ス キ ル Ⅲ
英 語 ス キ ル Ⅳ
ド イ ツ 語 入 門 Ⅰ
ド イ ツ 語 入 門 Ⅱ
フランス語入門Ⅰ
フランス語入門Ⅱ
中 国 語 入 門 Ⅰ
中 国 語 入 門 Ⅱ
スペイン語入門Ⅰ
スペイン語入門Ⅱ
ポルトガル語入門Ⅰ
ポルトガル語入門Ⅱ
韓 国 語 入 門 Ⅰ
韓 国 語 入 門 Ⅱ

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

同一言語の科目を２単位修得
すること

数理、データ活用及び人工
知能に関する科目又は情報
機器の操作

2 情 報 ス キ ル 入 門
情 報 ス キ ル 活 用

2
2

合　　　　計 8 最低修得単位数 8
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理工学部
＜「教育の基礎的理解に関する科目」等＞

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等 本学における開設授業科目等

科

目
各科目に含めることが必要な事項

単位数

授　業　科　目

単位数 教
職
課
程
必
修
科
目

毎週授業時間割

備考
高 校 高 校

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目

教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想

10

教育原論 2 ○ 2

教職の意義及び教員の役割・
職務内容（チーム学校運営へ
の対応を含む。）

教職概論 2 ○ 2

教育に関する社会的、制度的
又は経営的事項（学校と地域
との連携及び学校安全への対
応を含む。）

教育行政学

学校教育社会論

2

2

○

○ 2

2

幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程

学習・発達論 1 ○ 1

特別の支援を必要とする幼児、
児童及び生徒に対する理解

特別支援教育論 1 ○ 1

教育課程の意義及び編成の方
法（カリキュラム・マネジメ
ントを含む。）

教育課程総論 2 ○ 2

道
徳
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
等
の
指
導
法
及

び
生
徒
指
導
、
教
育
相
談
等
に
関
す
る
科
目

総合的な探究の時間の指導法

８

総合的な学習の時間の指導法 1 ○ 1
特別活動の指導法 特別活動論 1 ○ 1
教育の方法及び技術

教育方法論（情報通信技術の
活用を含む）

2 ○ 2情報通信技術を活用した教育
の理論及び方法

生徒指導の理論及び方法
生徒指導・進路指導 2 ○ 2進路指導及びキャリア教育の

理論及び方法

教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含む。）
の理論及び方法

学校教育相談 2 ○ 2

教
育
実
践
に

関
す
る
科
目

教育実習 3 教育実習Ａ 3 ○ ※１

教職実践演習 2 教職実践演習（中・高） 2 ○ 2

合 計 23 最低修得単位数 25

※１　「教育実習Ａ」は，４年次集中。
●�「『教育の基礎的理解に関する科目』 等」は，「卒業に必要な単位数」および「履修単位数の上限」に算入されない。
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理工学部
＜「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」の詳細について＞

教育職員免許法施行規則に定める科目区分等 本学における開設授業科目等

科

目
各科目に含めることが必要な事項

単位数

授　業　科　目

単位数 教
職
課
程
必
修
科
目

毎週授業時間割

備考
高 校 高 校

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法

に
関
す
る
科
目

各教科の指導法（情報通信技
術の活用を含む。） ４

数学科教育法Ⅰ

数学科教育法Ⅱ

理科教育法Ⅰ

理科教育法Ⅱ

2

2

2

2

○

○

○

○

2

2

2

2

※　各教科の指導法は取得しようとする免許状の教科ごとに履修すること。
●　�「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」は「卒業に必要な単位数」および「履修単位数の上限」に算入

されない。
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＜教科及び教科の指導法に関する科目＞
数理・物理サイエンス学科「数学」
教育職員免許法施行規則に定める科目区分等 本学における開設授業科目等

科目 各科目に含めるこ
とが必要な事項

単位数
授 業 科 目

単位数 教職
課
程
必
修
科
目

高校 高校

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

代数学

20

代数学

代数学演習

代数学続論

代数学続論演習

2

1

2

1

◯

幾何学

集合と位相

集合と位相演習

幾何学

幾何学演習

幾何学続論

幾何学続論演習

2

1

2

1

2

1

◯

解析学

解析学

解析学演習

解析学続論

解析学続論演習

応用解析学A

応用解析学演習A

応用解析学B

応用解析学演習B

2

1

2

1

2

1

2

1

◯

「確率論、統計学」

データサイエンスの基礎

確率論

確率論演習

2

2

1

◯

コンピュータ

数理科学A

問題解決のためのアルゴリズムとデータ構造

データサイエンスプログラミング

計算機概論

応用数理科学

数値計算演習

2

2

1

2

2

1

◯

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

４
数学科教育法Ⅰ

数学科教育法Ⅱ

2

2

◯

◯

合 計 24 最低修得単位数 24

※　�「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」の開講期等の詳細
についてはP．48を参照。

●授業科目の下線は一般的包括的な科目を指す。

数理・物理サイエンス学科「理科」
教育職員免許法施行規則に定める科目区分等 本学における開設授業科目等

科目 各科目に含めるこ
とが必要な事項

単位数
授 業 科 目

単位数 教職
課
程
必
修
科
目

高校 高校

教
科
及
び
教
科
の
指
導
法
に
関
す
る
科
目

教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

物理学

20

基礎力学

基礎力学演習

熱学

基礎電磁気学

基礎電磁気学演習

力学

力学演習

電磁気学

電磁気学演習

熱力学

熱力学演習

振動と波動

統計力学

統計力学演習

量子力学Ⅰ

量子力学演習Ⅰ

物理数学

2

1

2

2

1

2

1

2

1

2

1

2

2

1

2

1

2

◯

◯

◯

◯

化学

化学基礎

有機化学

無機固体化学

2

2

2

◯

生物学 生物概論 2 ◯

地学

地学概論

地球物理学Ａ

地球物理学Ｂ

宇宙物理学Ａ

宇宙物理学Ｂ

2

2

2

2

2

◯

「物理学実 験 （コン
ピュータ活用を含む。）、 
化学実験 （コンピュー
タ 活 用 を 含 む。）、 
生 物 学 実 験 （コン
ピュータ活用を含む。）、 
地学実験 （コンピュー
タ活用を含む。）」

基礎化学実験

物理学実験

物理科学実験Ａ

物理科学実験Ｂ

2

2

2

2

◯

各教科の指導法（情報
通信技術の活用を含
む。）

４
理科教育法Ⅰ

理科教育法Ⅱ

2

2

○

○

合 計 24 最低修得単位数 24

※　�「各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）」の開講期等の詳細
についてはP．48を参照。

●授業科目の下線は一般的包括的な科目を指す。
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